
地方の元気は鉄道と日本酒のコラボから

「ローカル鉄道応援酒『鐵の道』
による地域活性化」

佐藤建吉（一般社団法人 洸楓座）



序 講演者の紹介を兼ねて
いま、この国に必要なのは、ブルネル・スピリット

破 ローカル鉄道応援酒『鐵の道』による地域活性化
地域快活のできる状況づくり

急 アドボカシーとしての未来史
未来のためのシルバー・デモクラシー

序20分 破30分 急20分 意見交換10分



序 講演者の紹介を兼ねて
いま、この国に必要なのは、ブルネル・スピリット

内容）日本の現状は、これまでは元気がありませんでした。
しかし、能登半島地震、コロナからのリカバリ、ウクライナやイスラエルの戦争など、
大企業の不祥事など、最悪のボトムの状態から、Vターンしなければなりません。
そのための合言葉として、ブルネル・スピリットは、一つの元気を与えます。

次の自著論文から引用して紹介します。
それは、地方の、地域の活性化（私は快活と呼んでいる）の指針となるでしょう。
https://kokusaizenrin.com/2022/sato%20kenkichi-11.pdf ←ブルネル・スピリット

https://kokusaizenrin.com/2022/sato%20kenkichi-11.pdf


カール・ブッセ（1872-1918）
上田敏（1874-1916）『海潮音』

山の向こうに幸せが住んでいると言うから

人と探しに行ったものの見つからず

涙ぐんで帰ってきてしまった

それでもなお、山の向こうに

幸せが住んでいると人は言う・・





佐藤建吉／青柳浩生

1950-1962・・小学校卒業／山形県鶴岡市生まれ

1962-1974・・中学・高校・大学
1974-1986・・大学・大学院／修士博士

〈高温腐食疲労・クリープ〉
1986-1998・・結婚・千葉大学助手・講師

〈金属疲労〉
1998-2010・・助教授・准教授

〈風力発電・ブルネル・技術史〉
2008- 洸楓座〈地域活性化・鐵の道〉
2015- （一社）efco.jp〈ふるさと快活〉
2019- （一社）洸楓座〈茨木のり子〉

〈まちなか大学院〉
2022- わがふるさと支援（株）

（一社）バサルトファイバー
研究所〈バサルト〉
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・金属疲労

・風力発電

・ブルネル／技術史

・空気鉄道／展望室＆FM放送局付き発電風車

・鐵の道／鉄の娘道 房総横断鉄道沿線のエコミュージアム環境整備

・一般社団法人洸楓座 まちなか大学院＠新橋／上総／軽井沢

・コラムの連載 新エネルギー新聞 文化通信

・一般社団法人efco.jp 一般財団法人エコミュージアムいすみ

・茨木のり子の詩情の普及

・国際善隣協会講演委員会

・フェーズフリー 長野県元気づくり／防災食

・わがふるさと支援株式会社／東京と地方をつなぐ

・一社）バサルトファイバー研究所
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ブルネル父子

父 Marc Isambard Brunel 子 Ismabard Kingdom Brunel

1769-1849                                  1806-1859





「時代を超えた偉大な英国人100人」
◆ブルネルは、日本ではほとん
ど知られていないが、英国では、
BBCテレビのアンケートによる
2002年、「時代を超えた偉大な
英国人100」の投票で堂々の第2
位を占める誰もが知る人物であ
る。

◆イギリスには、Brunelの名を
冠したブルネル大学がある。
◆国際的な鉄道デザイン賞「ブ
ルネル賞」は、彼の名前と業績
に由来している。
JR東日本 成田エクスプレス
JR九州 つばさ
JR西日本 はるか
京都駅、札幌駅、新宿駅、

みなと未来駅





「大気圧鉄道の概観」 （パイプライン の写真）

 



金属疲労・・・無機質な鉄が疲労する

無機質な鉄が疲労する

結晶（細胞） 結晶粒／結晶粒界 転位（血流）

強度や延性（塑性）を支配する

時間を置くと回復する

鍛えると強くなる 結晶粒の大きさ／結晶粒の性状

フレッティング疲労（やっかい疲労）

核形成 ⇒き裂の発生 ⇒き裂の進展 ⇒ 破壊

＜箇所／条件＞ ＜メカニズム＞

《地方の疲弊》 結晶粒界／県境＆国境



小さな
クサビの
転位

外力で転
位が活動
して変形

一部での
しわの移
動が容易

図1 結晶の中の刃状転位

図2 刃状転位による変形

図3 ジュウタンのしわの移動

転位／Dislocation

小さなこと、容易な
ことで結果をつくる



SDGS／Safety Domestic Green Society

SDGs／Sustainable Development of Goals 



第10回 大学が先導する国産グリーン社会―千葉商
科大学の取り組み 2024年2月2日
第９回 エネルギーの国産化の分析と現状―安全性、
環境、 廃棄物 2023年12月4日
第８回 国際化と国産化の推進―アドボカシーとして
の取り組み 2023年10月9日
第７回 国際化と国産化における倫理学―エコエティ
カとエンパシー 2023年9月11日
第６回 国際化と国産化の対照―その比較と解釈
                                              2023年8月14日

第５回 個人がつくるSDGS―五輪書と転位のまとめ
                                               2023年7月3日
第４回 結晶体における転位の存在―宇宙と原子のア
ナロジー 2023年6月5日
第３回 安全率と信頼性について―安全率vs破壊、
その原因 2023年5月8日
第２回 機械などの安全とは？―S-Sモデルによる信
頼性評価 2023年4月3日
第１回 法令による「新エネルギー」から「再生可能
エネルギー」への転換《ＧＸ》      2023年3月6日

第11回 グリーン、グリーナー、グリーネスト―遅れを
取り戻すには、グリーニング！ 2024年３月４日

http://www.kofuza.com/images/nep258_10.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep258_10.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep_253_9.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep_253_9.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep249_08.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep249_08.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep247_07.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep247_07.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep245_06.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep242_05.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep240_04.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep240_04.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep237%E3%83%BB238_03.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep237%E3%83%BB238_03.pdf
http://www.kofuza.com/images/nep235_02.pdf
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http://www.kofuza.com/column5/index.html
http://www.kofuza.com/column5/index.html


『文化通信』連載コラム～ http://www.kofuza.com/bunka_tushin/index.html

http://www.kofuza.com/bunka_tushin/index.html


ブルネル父子のチャレンジ・スピリットで東北復興！！
Revival of Tohoku with Brunel’s Challenge Spirit 

NEVER FORGET東北
― 三陸鉄道リアス線163㌔㍍開通とブルネル没後160周年記念 ―

The Anniversary of Both the Opening Rias Line of 163km & the 160 year of after IK 

Brunel’s Death

三陸鉄道応援酒「鐵の道」

久慈／福来 釜石／浜千鳥





破 ローカル鉄道応援酒『鐵の道』による地域活性化
地域快活のできる状況づくり

内容）講話の主題です。少子化＆高齢化で疲弊している地方経済。一極集中の弊害は
日常の暮らしに顕在化しています。こうした日本の再生は、地方の再生からです。
インバウンドによる観光を広めるためにも、ローカル鉄道は存続＆支援をしなければなりません。
それは、首都圏に住む人のできることでもあります。
そのためには、時代にあった新企画もいれて・・。
もう一つ、日本の食の誇れるもの、その主役や脇役に「日本酒」も挙げられます。
それは、地方の老舗の技と歴史、そして伝統。これも誇れる地域のブランド／地酒。
ローカル鉄道と地酒をつないだ『鐵の道』は、ずばりローカル鉄道応援酒。
実は、鉄道と酒蔵のコラボ商品。それは、全国の連携ネットワーク商品／アイテムです。
ディレクトフォースの力を借りて大いに推進し、結果を出したいです。
http://www.kofuza.com/images/nen_2017_13.pdf ←鐵の道
https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/pdf_h22/4_kantou_block/4-7_kantou.pdf

←鐵の道／国交省プロジェクト
https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/pdf_h21/4_kantou_block/4-10_kantou.pdf

←鐵の道／国交省プロジェクト
お酒を呑めばおつまみが必要です。地方や地域には、銘品の特産品があります。
『鐵の道』の姉妹品として『鐵の娘道』も商品登録してあります。
非アルコールで税務署の規制がなく、プロデュースできます。
http://www.tetsunomichi.net/www.tetsunomichi.biz/img/2017_no1.pdf ←鐵の娘道

http://www.kofuza.com/images/nen_2017_13.pdf
https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/pdf_h22/4_kantou_block/4-7_kantou.pdf
https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/pdf_h21/4_kantou_block/4-10_kantou.pdf
http://www.tetsunomichi.net/www.tetsunomichi.biz/img/2017_no1.pdf


http://www.kofuza.com/

http://www.kofuza.com/


東京一極集中



地方の疲弊／悲鳴



都道府県風力統計
データのカルトグ
ラムによる表示



少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
経
営
困
難













「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業
房総横断鉄道沿線のエコミュージアム環境整備

（2008 年8 月から2010 年3 月）

地方と東京をつなぐ







ブルネル父子のチャレンジ・スピリットで東北復興！！
Revival of Tohoku with Brunel’s Challenge Spirit 

NEVER FORGET東北
― 三陸鉄道リアス線163㌔㍍開通とブルネル没後160周年記念 ―

三陸鉄道応援酒「鐵の道」

久慈／福来 釜石／浜千鳥

三陸鉄道応援酒「鐵の道」

釜石／浜千鳥から寄贈受けた盾







フッターを追加 39



フッターを追加 40



フッターを追加 41

大原 西大原

上総東 新田野 国吉 上総中川 城見が岡 大多喜 小谷松

東総元 久我原 総元 西畑 上総中野養老渓谷 上総大久保

月崎 飯給 里見 高滝 上総久保 上総舞鶴 上総川間

上総牛久 馬立 光風台 上総山田 上総三又 海士有木 五井



講演者の鉄道の編著書 「トコトンやさしい鉄道の本」（日刊工業新聞社）(2007年)









問題

理想

現実

理想

現実
問題解決

現実の理解

夢や理想の
創造＆想定



できる状況づくり
主役は＜人間＞
世間や社会vs個人

できる環境づくり







世代間倫理
「現在を生きている世代は、未来を生
きる世代の生存可能性に対して責任が
ある」 加藤尚武・河合弘之

エコエティカ 今道友信
Ecoethica

シルバー・デモクラシー 寺島実郎





急 アドボカシーとしての未来史
未来のためのシルバー・デモクラシー

内容）これまで、社会が求めるものとして、『鐵の道』もボランティア活動として行ってきました。
しかし、大きく言えば、社会が、世間が、これを理解しなければなりません。

           そのためには、行政も動かさなければなりません。
ボランティア活動から脱して、社会の制度としてその必要性を代弁し、広め、進める取り組み

            が「アドボカシー」です。
その目的は、現在の取り組みが、未来のための布石になるという取り組み。
その取り組みは、すぐには実現しません。取り組みや挑戦が歴史になります。
それは未来に向けた挑戦の歴史・・・これを「未来史」と呼んで、そうすることを提案して
います。
この取り組みは、若い時に、1960年や1970年代に活動していた今の高齢者は、
その若いことのことを想い出して、孫のための未来づくりをするキーワードが、
「未来のためのシルバーデモクラシー」です。これを、〆としてお話ししたいと思います。
http://www.kofuza.com/images/advocacy_doc.pdf    ←アドボカシー
http://www.kofuza.com/images/miraishi2022.pdf   ←未来史
http://www.kofuza.com/images/nen_2019_14.pdf ←シルバーデモクラシー
http://www.kofuza.com/images/nen_2018_29.pdf ←シルバーデモクラシー

http://www.kofuza.com/images/advocacy_doc.pdf
http://www.kofuza.com/images/miraishi2022.pdf
http://www.kofuza.com/images/nen_2019_14.pdf
http://www.kofuza.com/images/nen_2018_29.pdf


未踏技術への取組
◇ 課題 ＝ チャレンジ（challenge）

◦ 水素吸蔵合マグネシウム合金 MgH2   

” マグ水素 ”

 玄武岩繊維 バサルトファイバー



未来史について

◦過現未を横断する「未来史」について ／ 2021.11.25-26，オンライン

◦未来史解題 ／ 2022.12.3-4，沖縄

◦未来史という視点，新エネルギー新聞，第160号（2020年6月掲載紙）

◦過去から未来を訪ねる技術史という視座の定着のために，Ｃ編 74 (746) ，

2344-2350, 2008

アドボカシーとしての未来史の取組 ／ 今回＆本日



技術史

the History of technology

過去から未来を訪ねる



未来史



未来史の対象・・
◦ 技術連関（科学技術連関）

◦ エコエティカ（生圏倫理学）

◦ 再生可能エネルギー

◦ 防災（フェーズフリー）

◦ 茨木のり子の詩情

◦ 未踏技術（バサルトファイバー、マグ水素）

Past Now

（Present）

Future



アドボカシー（advocacy)

◦ Advocate・・・代弁者や唱導者という名詞，代弁するや唱導するという動詞

◦ Advocator・・・advocacyも名詞で，弁護や支持，鼓吹や唱道（唱導）を意味

◦ アドボカシー・・・ 「公共政策や世論，人々の意識や行動などに一定の影響を

与えるために政府や社会に対して行われる団体の働きかけ」

松井真理子，“市民社会のアドボカシーの論点整理”，四日市大学論集

◦ 具体的には、議員や行政機関への直接的ロビイング，デモ，署名活動など

のグラスルーツロビング，メディアへのアピール，啓発・世論形成，

他団体との連合形成，裁判闘争といった活動形態を指す

～～～ advocacy は「政策提言」ともいわれる

◦ 団体活動の担い手であるあるNPOでは，

「社会課題を解決するために社会に働きかけこと」

筆者もこの定義には同感で，本稿もこの趣旨でまとめている



まちなか大学院





◇ 過現未＜過去・現在・未来＞による防災対策 3・11の2011年から10年目

◦ ①3.11／《過現未》キックオフ・イベント＠太東埼灯台広場

◦ ②4.11／《過去》過去から学ぶ・・究極の安全＆防災対策とは？！

◦ ③5.11／《現在》「フェーズフリーとは？」

◦ ④6.11／《未来》「森の防波堤が守ってくれる

◦ ⑤7.11／《過去》「展望室＆ＦＭ局付き発電風車」

◦ ⑥8.11／《現在》「フェーズフリーと防災食」

◦ ⑦9.11／《未来》「森の防波堤の可能性(FS）」&討論

◦ ⑧10.11／《過去》「洋上風力発電と産業の10次化」

◦ ⑨11.11／《現在》「身近な暮らしにフェーズフリー」

◦ ⑩12.11／《未来》「森の防波堤をデザインする」

◦ ⑪4.11／《過現未》「過現未による防災対策」まとめ

上総まちなか大学院の取組



いすみの未来学 （2023/10/7)
１ 開会

理事長挨拶 藤井俊輔
主旨説明 小林斎紀

２ 講演
「Isumiの未来学講座」

2-1 施設農業の未来

千葉大学元学長 古在豊樹

2-2 再エネ社会の未来
―RE100 大学の経験から―

千葉商科大学学長 原科幸彦

３ パネルディスカッション

パネリスト／
古在豊樹・原科幸彦・
佐藤建吉（上総まちなか大学院）・
小高正浩（ちば銀総研）

2-3 Isumiの未来づくり

いすみ市長 太田洋





洸楓座
◇ 茨木のり子の朗読と音楽による社会課題への取組

◦ 2019年・・江戸川区&鶴岡市友好連携企画／学童疎開75周年記念行事》

―茨木のり子の詩から知る平和と友好のきずな―

2019.11.9（金）＠江戸川区タワーホール船堀

◦ 2020年・・「茨木のり子2020秋／怒るときと許すとき」

2020.10.9（金）＠東京ウイメンズプラザ

◦ 2021年・・「茨木のり子2021冬／歳月」2021.12.22（水）＠日仏文化協会汐留ホール

◦ 2022年・・「日本語を味わう―茨木のり子の詩作を題材として」

2022.11.6（日）＠中軽井沢図書館

「茨木のり子2022秋／対話」

2022.11.23日（水）日比谷図書文化館小ホール

◦ 2023年・・「茨木のり子&金澤翔子バーステー記念イベント」～いま二人の筆跡から学ぶこと～

2023.6.12（月）＠ドームホール／北とぴあ

◦ 2024年・・「茨木のり子 2024 春／のり子の詩情遺韻 as アドボカシー」





まとめ
序 講演者の紹介を兼ね
て、いま、

「この国に必要なのは、
ブルネル・スピリット」。

挑戦するエンジニア。 そ
のスピリットを刺激として、
活動！

破 「ローカル鉄道応援酒『鐵の道』による地域活性化」

～ 地域快活のできる状況づくり ～

当初は、「鉄道／日本酒／書道」のシナジー（相乗効果）。
『鐵の道』のラベルを通学列車の高校生に揮毫してもらう。

さらに、温泉、地産品、古民家、祭り、自然、桜、紅葉・・
ほかに、風景画、写真、和歌・俳句、映画、・・

インバウンドも対象。これからは３１企画で東京と地方をつなぐ。

急 「アドボカシーとしての未来史

未来のためのシルバー・デモクラシー」

私たちの暮らしと社会は、日々、変化している。時間の経過は速い。
現在は直ちに過去になり、未来はすぐに現在になる。
これらを《過現未》として一元的にとらえることは、今を大切に生

きることへの刺激である。すぐに、過去になり、それは歴史になる。
     大事なことは、未来をいま考え＆活動することである。

未来のための＜シルバー・デモクラシー＞。
                                                     それを、アドボカシーとして。

《課題の解決》《鐵の道》《未来史》という三つの話題、ほかについて取り上げ、その関係について述べた。



まとめ
日本の課題／課題解決

・少子高齢化 事業継承が課題
・人口減 海外との取り組み／グローバル化・インバウンド
・中小企業 大企業化

・⇒ M＆Aの取り組み

・経済の重要性＆経営の重要性

・⇒ 理念の重要性 エコエティカ＆世代間倫理

・⇒ 未来史

《課題の解決》《鐵の道》《未来史》という三つの話題、ほかについて取り上げ、その関係について述べた。



あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐藤建吉

090 1216 5882

ksato@kofuza.org

www.kofuza.com
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できる状況づくり
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